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平成30年度第2回石川県スポーツリーダー養成講習会

兼スポーツ少年団認定員養成講習会開催要項
1. 目的

本講習会は、「公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度」に基づき、地域住民のスポーツの生活化・定着化を促進するためのスポーツ指導者をサポートする「スポーツリーダー」養成を目的として、都道府県スポーツ少年団と共催により開催する。

併せて本講習会は、「日本スポーツ少年団指導者制度」に基づき、地域・市区町村においてスポーツ少年団の育成・指導にあたる「スポーツ少年団認定員」養成講習会を兼ねる。
2. 主催

公益財団法人日本スポーツ協会　日本スポーツ少年団

公益財団法人石川県体育協会　石川県スポーツ少年団

3. 後援

スポーツ庁　石川県
4. 期日
平成30年10月27日（土）・28日（日）
5. 会場

　  　小松市「小松市総合体育館」
6. 参加条件（対象者）
（1） スポーツ少年団に指導者登録している者

（2） 本年度もしくは次年度にスポーツ少年団の指導者登録が見込まれる者
7. 参加人数

50名程度
8. 養成科目および実施方法
（1） 養成科目
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（2） 実施方法
1コースにつき、11科目14時間の集合講習と自宅学習（21時間）を実施する。
9. 教材
公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団が発行。

（1） 『スポーツリーダー兼スポーツ少年団認定員養成テキスト』
（2） 『スポーツリーダー兼スポーツ少年団認定員養成ワークブック』
※テキストおよびワークブックは、各1部で1セットとし、定価1,080円（税込）
10. 検定試験

集合講習終了後に、検定試験を実施する。
11. 参加料
（1） 1人4,080円（参加料3,000円、教材代1,080円）
（2） 各市町本部は、管内の参加料を取りまとめの上、平成30年9月14日（金）までに
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下記宛振り込むこと。
北國銀行　県庁支店　（普）０４０８７５

（公財）石川県体育協会　会長　谷本　正憲
12. 申込方法

各市町本部は、管内の参加者を取りまとめ、平成30年9月14日（金）までに、県本部に申し込むこと。
13. 参加上の留意点

（1） 参加者は平成30年10月27日（土）9時00分までに受付を完了すること。

（2） 参加者は全日程を履修することを原則とする。
（3） 参加者は教材、筆記用具を持参すること。
14. 免除

公益財団法人日本スポーツ協会公認指導者資格（スポーツドクター及びスポーツデンティストを除く）保有者は「スポーツ少年団の理念とその意義」、「スポーツ少年団の組織と運営」の受講修了をもって講習会全過程修了とみなす。他の講義（開会式等含む）・検定試験は免除とする。参加料についても免除とするが、教材は購入すること。また、申込みの際には指導者資格保有を証明する書類（修了証のコピー等）を添付すること。
15. 資格認定

（1） 本講習会の全課程を修了し、検定試験に合格した者に対して、石川県スポーツ少年
　団が日本スポーツ少年団の名において、日本スポーツ少年団指導者制度に基づく「ス
ポーツ少年団認定員」として認定し、認定証、認定員章および指導必携書を交付する。
併せて「公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツリーダー」資格を付与する。

（2） スポーツ少年団未登録の参加者に対しては、本年度もしくは次年度の指導者登録を
確認できた場合のみ、資格認定を行う。
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				科目（内容） カモク ナイヨウ				集合講習 シュウゴウ コウシュウ		自宅学習 ジタク ガクシュウ		計 ケイ

				1		スポーツ少年団の理念とその意義 ショウネンダン リネン イギ		1.0				1.0

				2		スポーツ少年団の組織と運営 ショウネンダン ソシキ ウンエイ		1.0				1.0

				3		運動適性テスト ウンドウ テキセイ		1.5				1.5

				4		指導者の役割Ⅰ		2.0		3.0		5.0

				5		文化としてのスポーツ ブンカ		1.0		2.25		3.25

				6		トレーニング論 ロン		1.0		2.25		3.25

				7		スポーツ指導者に必要な医科学的知識Ⅰ シドウシャ ヒツヨウ イカガクテキ チシキ		2.0		4.5		6.5

				8		スポーツと栄養 エイヨウ		1.0		1.5		2.5

				9		指導計画と安全管理 シドウ ケイカク アンゼン カンリ		1.0		2.25		3.25

				10		ジュニア期のスポーツ キ		2.0		3.0		5.0

				11		地域におけるスポーツ振興 チイキ シンコウ		0.5		2.25		2.75

				合計 ゴウケイ				14.0		21.0		35.0
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科目（内容） 


時間数（H） 


集合講習 自宅学習 計 


1. 


スポーツ少年団の理念とその意義  


1.0  1.0 


2. 


スポーツ少年団の組織と運営  


1.0  1.0 


3. 


運動適性テスト 


1.5  1.5 


4. 


文化としてのスポーツ 


1.0 2.25 3.25 


5. 


指導者の役割Ⅰ 


2.0 3.0 5.0 


6. 


トレーニング論Ⅰ 


1.0 2.25 3.25 


7. 


スポーツ指導者に必要な医学的知識Ⅰ  


2.0 4.5 6.5 


8. 


スポーツと栄養 


1.0 1.5 2.5 


9. 


指導計画と安全管理 


1.0 2.25 3.25 


10. 


ジュニア期のスポーツ 


2.0 3.0 5.0 


11. 


地域におけるスポーツ振興  


0.5 2.25 2.75 


合計 


14.0 21.0 35.0 


 





